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 新型コロナウイルス

緊 急事 態 宣 言発令！
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受診の方法
①発熱などの場合、まずはかかりつけ医等最寄りの医療機関に電話相談
②かかりつけ医等最寄りの医療機関に連絡できない場合は、受診・相談センターに連絡

栃木県受診・ワクチン相談センター　☎0570-052-092　（24時間）
→診療・検査医療機関を案内します　

日光市内で自宅療養している方へ
　新型コロナウイルス感染症に感染し、市内で自宅療養している方を対象に
生活相談窓口を設置しました。

☎0288-21-5154　（平日８：30〜17：15）
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　市長メッセージ

　市民の皆さまには、日頃より新型コロナウイルス感染症予防にご協力いただき、心より感謝いたします。
全国で新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう中、栃木県では８月８日から「まん延防止等重点措置」
の指定を受けました。栃木県と県内の市町は協力して感染防止を呼びかけてまいりましたが、感染者の増
加は止まらず県の医療体制はひっ迫し、危機的状況となり、自宅療養者は1,000人を超え、20日からは栃
木県も緊急事態措置区域に追加されました。
　当市においても連日感染者が確認されるなど、感染の拡大は続いています。家庭内の感染も増えてまい
りました。市民の皆さまには「外出の自粛」、「帰宅時の手洗い」など感染防止対策に努めてくださいます
ようお願いいたします。ご家族の中で発熱などの症状がある場合は、早めにかかりつけや最寄りの医療機
関または、栃木県受診・ワクチン相談センターにご相談ください。また、自宅療養をされている方が増え
てまいりました。市では、こうした方の生活支援を目的に生活相談窓口を新型コロナウイルス対策センター
内に設置いたしましたのでご活用ください。
　ワクチン接種後の感染も報告されています。ワクチンを接種したから感染しないとは限りません。ワク
チンを接種していない方はもちろん、接種した方も、マスクの着用、手洗い・手指消毒、ゼロ密などの感
染防止対策をお願いします。
　私たち、一人ひとりの努力が、大切な家族や身近な人を守り、お住まいの地域を、そして日光市を感染
から守ります。市民の皆さま、不安な気持ちに負けず、それぞれの立場で今できることを行ってまいりま
しょう。

日光市長 粉川 昭一
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−不安を差別につなげちゃいけない。−
　今、みんなが不安に包まれやすくなっています。そんな時だからこそ、自分の言葉や行動が差別や偏見に
つながっていないか、「誰か」のことではなく「自分のこと」として考えてみることが大切です。
　悪意がない言葉が人権侵害につながることもあります。そして、感染対策にも影響を与える可能性があり
ます。正しい知識と情報をもとに行動しましょう。

困った時は、一人で悩まず、相談を
みんなの人権110番（さまざまな人権問題に関する相談）　　　☎0570-003-110
こどもの人権110番（いじめ・虐待など子どもの人権の相談）　☎0120-007-110

栃木県　緊 急 事 態 措 置
　期間…８月20日（金）から９月12日（日）まで

県民に対する協力要請

● 外出自粛
※特に、２０時以降の外出自粛、混雑している時間や場所を避けること
※�医療機関への通院、食料・医薬品・日用品・生活必需品の買い出し、必要な職場への出勤、屋外での運
動や散歩など、生活や健康維持のために必要な場合を除き、外出自粛

事業所に対する協力要請
●�在宅勤務（テレワーク）の活用や休暇取得の促進等により、出勤者の７割削減を目指すこと

飲食店等への協力要請
●営業時間は５時～20時まで
●酒類の提供（利用者による酒類の店内持ち込みを含む）を行わない
※�感染拡大防止営業時間短縮協力金については、栃木県公式ホームページをご覧ください

感染予防策の確認を !
　感染力が強い変異株にも、基本的な感染予防策が有効です。ワクチン接種した方も、感染
予防策が必要です。

●正しく使おうマスク !
　①鼻の形に合わせすき間をふせぐ　②あごの下まで伸ばし顔にすき間なくフィットさせる
　※会話時は、必ず着用 !

●こまめにしよう手洗い・手指消毒 !
　こんなタイミングでは必ず !
　・共用の物に触った後　・食事の前後　・公共交通機関の利用後など

●目指そう「ゼロ密」!
　密接・密集・密閉　１つの密でも避けましょう

密０

日光市　新型コロナウイルス対策センター　☎0288-21-5154


